
「読むこと」（詩）学習指導案 

第１学年国語科学習指導案 

 

１ 単元名 表現技法を活用した、詩の創作 

「詩の心―発見の喜び」（新しい国語１ 東京書籍）                      

「描写や表現技法を用いる」（新しい国語１ 東京書籍） 

「海の風景」（砂の枕 岩谷書店） 

 

２ 単元について 

「詩の心―発見の喜び」は、詩人である嶋岡晨氏が三編の詩について、それぞれの特徴

を踏まえつつ解説しており、詩の読み方・味わい方に触れることができる文章である。学

習指導要領〔思考力、判断力、表現力等〕における「Ｃ 読むこと」の指導事項に「エ 

文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。」とある。表現

の効果について、描写の仕方や表現技法に着目し、そこにつづられている言葉の新鮮さに

気づくことは、日頃何気なく見過ごしている日常の風景や物事を言葉で再発見するととも

に、自分の世界を広げることにもつながっていく。また、表現技法を用いることの良さに

ついて考えを深めるために、単元の最後に「海の風景」と自作の詩を比べる活動を設定す

る。そして、「描写や表現技法を用いる」と関連させ、表現技法を実際に活用した詩を創

作することで、単に用語を覚えるだけではなく、自分の心が動いた風景を、読み手に伝わ

るように描き出し、他者と思いを共有することの素晴らしさに気づかせたい。 

 

３ 単元の目標 

・表現技法を理解し、使うことができる。             【知識及び技能】 

・詩の構成や表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・言葉のもつ価値に気づくとともに、自分の思いや考えを伝えることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

４ 単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・表現技法を理解し、詩

の中に用いている。

（１）オ 

・詩の構成や表現の効果に

ついて、根拠を明確にした

意見をもっている。Ｃ（１）

エ 

・言葉のもつ価値に気づくととも

に、自分の思いや考えを相手に

伝えようとしている。 

 

５ 単元の学習指導計画（全５時間） 

（１）「詩の心―発見の喜び」を読み、表現の工夫などについて考える。（習得）  ２時間 

（２）「海の風景」と自作の詩を読み比べ、表現の良さについて考える。（活用） 

１時間（本時） 

(３) 表現技法を用いて、詩を創作する。（活用）               １時間 

(４) 互いの詩を鑑賞し、気づいたことを伝え合う。（活用）          １時間 

 

 



６ 本時の学習指導 

（１） 目標 

・二つの詩を比較して、表現技法の良さについて考えることができる。 

（２） 学習指導過程  

学習内容・学習活動 予想される生徒の反応 教師の支援 

１ 「海の風景」で表現技法

について確認する。 

 

 

 

 

 

２ 二つの詩を比較する。 

（１）表現技法を用いた詩の

良さを個人で考える。  

 

（２）良さを班で共有する。 

 

（３）良さを全員で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「とても冷たいこと」を

直喩で表現する。 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

 

・風の五線譜や詩の心で表現

技法を習ったな。 

・倒置法や、対句、反復、擬

人法などたくさんの表現技

法が使われているな。 

 

 

 

・「鴎がＡＢＣを書く」は、

「鴎が飛んでいる」と比べ

て鴎が悠々と自由に飛んで

いる様子が伝わってくる。 

・「白波は綿羊の群れであろ

う」は波がもこもこと波打

っている様子が想像できる

な。 

・表現技法を用いる方が、読

み手に自分の思っている景

色を伝えやすいのではない

かな。 

・詳しく説明するよりも少し

あいまいな表現の方が、想

像がよりできるかもしれな

いな。 

・北極のように冷たい。 

・別れたばかりのカップルが

相手を見つめる視線のよう

に冷たい。 

・表現技法を用いることで、

自分の伝えたいことがより

相手に伝わることが分かっ

た。 

・「冷たい」だけでもいろい

ろな表現ができるので、よ

り相手に伝わる表現を考え

ていきたい。 

・今まで習ってきた表現技法

を振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

・表現の良さについて、詩の

中の表現を用いて示すよう

にさせる。 

 

・自分の考えが書きにくい生

徒には、どの言葉に心がひ

かれたのか、なぜひかれた

のか問いかける。 

 

・生徒の言葉で良さを共有さ

せる。 

 

 

 

 

 

・実際に表現技法を使うこと

で、表現技法を使うことの

面白さを実感させる。 

 

・自分の言葉で振り返りシー

トに記入させる。 

・次時には本時で習った表現

技法を用いて、詩を創作す

ることを伝える。 

 

（３） 評価  

・表現技法の良さについて考えることができたか。（観察、ノート）  

【学習課題】 なぜ詩には表現技法が多く用いられるのだろうか。 

 


